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Reports of questionnaire survey of drain pipes on landslide
countermeasure
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	地すべりチームでは地すべり対策に広く使用される横ボーリングや集水井での集水ボーリング工（以下、地下水排除ボーリング工と称す）の孔曲りや漏水の実態を明らかにすることを目的として、「地すべり地における地下水排除ボーリング工の排水性能調査」に関する共同研究を実施している。
	本報告では、地下水排除ボーリング工の施工や計画に携わられた経験のある現場技術者を対象に、施工、孔曲りおよび保孔管の実態調査を目的として平成21年10月に実施したアンケートの内、保孔管に関する調査結果を報告する。
	なお、アンケートの対象については施工編1)を参照されたい。
	（1）保孔管の使用状況
	現在、保孔管については様々な種類のものがある2)。図-1は、塩ビ管およびガス管以外で使用したことがある保孔管についての回答である。
	回答者の使用経験のある保孔管は、MTパイプが約4割と最も多い。次いでヒシパイプ斜孔管、サビレス管となっており、それ以外の保孔管についてはいずれも1割未満である。
	塩ビ管およびガス管以外の保孔管を使用した理
	由は設計での指定（約2割）と集水機能を期待しての使用（3割）で回答の半数を超えており、指定以外では集水機能を重視していることが伺える（図-2）。
	なお、保孔管に関する自由意見としては、特に保孔管の接続部が施工中に割れたり、引掛ったりして保孔管すべてを挿入できずに掘り直しになったというような経済性、施工性に関する記述が多く見受けられた。
	図-3は、施工の際に保孔管の変更経験の有無を示したものである。回答者の約5割以上は塩ビ管、ガス管の当初設計の保孔管を変更しないで使用し、これ以外の回答者は状況に応じて変更している。これら保孔管の変更のある回答は約4割弱であり、変更理由は共上がりや保孔管の破損など施工性や強度に関連した理由が多い（図-4）。
	（2）保孔管の設置
	保孔管設置の苦労・失敗は、挿入不可と共上がりの現象に関連したことが非常に多く、工夫についても同様であった。また具体的な記述についてのほとんどが共上がりに関しての記述であった。挿入不可と共上がりをいかにして減少させるかが保孔管の設置作業時の課題であると考えられる（図-5，図-6）。
	表-1は、保孔管の設置に関する自由意見や記載等の回答から、これら作業の苦労や失敗などのトラブルに対する原因、現象、対処法について整理したものである。
	（3）ストレーナの構造
	図-7は、設計書にストレーナ構造図の記載がなされているかの回答である。設計書へのストレーナの構造図の記載は、「いつも記載あり」および「大体記載あり」が7割以上であり、多くの場合には設計書に記載がある。また、記載がない場合でもその対応について無回答が半数以上、それ以外は、発注機関の基準（約2割）と河川砂防技術基準（案）及び同解説3)、地すべり防止技術基準及び同解説4)（約2割）の構造を使用している（図-8）。一方、道路土工5)での割合が低いが、これは回答者の対象事業が地すべりであるためと考えられる。
	（4）保孔管に求められる改善点
	図-9は自由意見等の記述から求められる保孔管の性能から改善点を整理したものである。これによると継ぎ手の改良、強度増、集水性能の向上、経済性が多い。これらを大別し順位付けると次のようになる。
	①施工性・強度の向上（挿入不可・共上がりの防止対策と考えられる）
	②保孔管の集水性能の向上
	③経済性
	④メンテナンス性（洗浄しやすさ、長寿命等）
	施工性、強度の向上を望む意見は多い。

